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研究の背景及び目的

概日時計は、地球上に生息するほぼすべての生物が持つ時計機構である。明
暗など昼夜の手掛かりのない恒常条件下においても、約１日周期の活動リズ
ムを示すことができる。分子レベル、細胞レベルでの概日リズムの発振機構
は解明されつつあるが、細胞同士が同調し、それが活動という個体レベルの
リズムにつながる仕組みは、未だ謎に包まれている。この仕組みを明らかに
するため、個体、組織、細胞の各レベルにおける概日リズム解析に取り組ん
でいる。

■ おもな研究内容

期待される効果・応用分野

動物の個体、組織、細胞という異なるレベルでの解析を行うことにより、階層的に概日リズムの
制御機構を明らかにすることを目指している。また、そのために、活動リズムの測定など行動科
学的解析から、細胞学的な解析、神経科学的解析など、幅広い手法を用いている。

■ 共同研究・特許など

近畿大学医学部 重吉康史教授、米国 コロンビア大学 Rae Silver
教授などと共同研究を行っている。

研究分野 時間生物学
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